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～映像中の動き成分に基づく液体の知覚～
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身の周りにある物体の表面は
様々な素材でできていて、時に
輝いて見えたり透明に見えたり
します。このような素材の状態
に関する知覚を質感知覚と呼び、
その仕組みを調べてきました。
今回、決まった形をもたない素
材の一つである液体の質感を見
抜く視覚の謎に迫りました。

流れる液体を撮影した映像に含
まれる動きの情報に注目し、動
きの情報のみからでも液体を知
覚できることが分かりました。
さらに、粘性や透明感といった
複雑な液体の質感でさえも、動
きの情報から判断可能であるこ
とを示しました。

視覚の仕組みを利用し、人間に
とってのリアリティを鮮やかに
かつ効率よく伝達する情報提示
手法の指針を提案します。複雑
で大量な物理計算をしなくとも、
動きの情報を単純に操作するだ
けで、映像に含まれる物体の見
た目の質感を操作できるように
なります。


